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特別天然記念物「土佐のオナガドリ」の卵関連形質特性 
 

後藤達彦 1, 2, 4・白石純一 2, 3・豊後貴嗣 1, 2・都築政起 1, 2 

 
1 広島大学大学院生物圏科学研究科, 広島県東広島市鏡山 739-8528  
2 広島大学日本鶏資源開発プロジェクト研究センター, 広島県東広島市鏡山 

739-8528  
3 日本獣医生命科学大学動物科学科, 東京都武蔵野市 180-8602  
4 現所属：茨城大学農学部生物生産科学科, 茨城県稲敷郡阿見町 300-0393  
 
 本研究では，特別天然記念物「土佐のオナガドリ」（略称, オナガドリ）を用

いてその卵関連形質の特性を調査し，白色レグホーンの卵と比較した。これに

より, 本品種保全のための基礎的知見を得ること, ならびに本品種が量的形質

遺伝子座解析など, 卵関連形質の遺伝的支配を研究する際の材料として使用可

能かどうか明らかにすることを目的とした。初産日齢を調査すると共に, 初産

から 10 個の卵を用いて, 卵重をはじめ, 卵殻, 卵黄および卵白に関し, その重

量, サイズ, および色など, 22 種類の卵質形質データを収集し, その反復率の算

出ならびに主成分分析を行った。 
オナガドリおよび白色レグホーンの初産日齢は，それぞれ 237 日および 192 日

であった。22 種の卵質形質の反復率は，オナガドリおよび白色レグホーンにお

いて，それぞれ 0.14-0.61 および 0.15-0.83 と同程度の値を示したことから，オ

ナガドリの卵は，白色レグホーンと同様に安定した品質を保つことが明らかに

なった。希少品種保全の観点からは，若い雌鶏が良質な卵を生産することは, よ
り多くの子孫を残すために重要であるが，上記の結果から, オナガドリは，初

期の産卵ステージにおいても良質な卵を生産し、それは高い孵化率を導くと考

えられた。 
22 種の卵質形質の主成分分析によって，5 つの主成分（累積寄与率：79.70%）

が得られた。このうち第 2 主成分（卵全体および卵白の重量，卵内部の高さ），

第 3 主成分（卵殻色），ならびに第 4 主成分（卵殻質）において，オナガドリお

よび白色レグホーン間に差異が認められた。この結果から，オナガドリは, 量
的形質遺伝子座解析など, 卵関連形質に対する遺伝的支配を研究する際の材料

として有用であると考えられた。 
 
キーワード：卵，日本鶏，オナガドリ，主成分分析，反復率 
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研究ノート 
マイクロサテライト DNA 多型解析にもとづく黒柏鶏集団の遺伝的分化 

 
岡 孝夫 1, 2・伊藤直弥 3・關谷正男 3・木下圭司 4・河上眞一 1, 2・豊後貴嗣 1, 2・

都築政起 1, 2 
 
1 広島大学大学院生物圏科学研究科, 広島県東広島市鏡山 739-8528 
2 広島大学日本鶏資源開発プロジェクト研究センター, 広島県東広島市鏡山 
739-8528 

3 山口県農林総合技術センター畜産技術部, 山口県美祢市伊佐 759-2221 
4 名古屋大学鳥類バイオサイエンス研究センター , 愛知県名古屋市千種区 
464-8601 

 
黒柏鶏は島根県と山口県を中心に飼育されている日本鶏の一品種であり, 国

の天然記念物に指定されている。両県の黒柏鶏集団の遺伝的多様性および差異

を明らかにするために, マイクロサテライト 29 座位の多型解析を行った。島根

県の愛好家保有の 5 集団 54 羽, 山口県の愛好家保有の 3 集団 55 羽ならびに山

口県農林総合技術センター畜産技術部(LTRDY)保有の 24 羽の血液から DNA を

抽出した。対立遺伝子数の補正値であるアレリックリッチネス(AR)およびヘテ

ロ接合体率の期待値(HE)には, 全集団間に統計的有意差は認められなかったが, 
実数では LTRDY 集団および島根県の愛好家集団が, 山口県の愛好家集団に比

べて低い傾向を示した(島根県, AR: 1.72-2.08, HE: 0.240-0.346, 山口県, AR: 
2.17-2.48, HE: 0.373-0.445)。島根県の 3 集団で有意かつ負の FIS 値が認められた

が, 島根県集団全体で算出した FIS 値は有意なものではなかった。LTRDY 集団

は両県の愛好家集団と比べて AR および HEが低い傾向を示したが, FIS値は有意

なものではなかった。系統樹, ペアワイズ FST 値および STRUCTURE 解析ともに, 
島根県と山口県の黒柏鶏集団は遺伝的に異なる結果を示した。一方, それぞれ

の県内における愛好家集団間に, 遺伝的分化は認められなかった。これらの事

実から, それぞれの県内の愛好家間で個体を交換することにより, それぞれの

県全体としての集団サイズと遺伝的多様性が維持されてきたと考えられた。本

研究結果から, 島根県と山口県の黒柏鶏集団は今後とも別々に維持していくべ

きであると考えられる。特に, 遺伝的多様性を維持するためには, 愛好家間で継

続的に個体の交換を行っていくことが重要であると考えられる。また、LTRDY
集団は, 30 年以上の長期間にわたり育成･維持されてきた, 遺伝的均一性の高い

閉鎖群であることから, 愛好家飼育の集団とは別個に維持していくことが望ま

しいと考えられる。 
 
キーワード：保全遺伝学, 遺伝的分化, 遺伝的多様性, 黒柏鶏,  

マイクロサテライト, 日本鶏 
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急性および慢性暑熱環境下における飼料用籾米給与が 
ブロイラーの成長，酸化ストレスおよび腸管の形態変化に及ぼす影響 

 
南都文香・伊藤千晶・喜久里基・豊水正昭 

 
東北大学大学院農学研究科, 宮城県仙台市青葉区堤通雨宮町 1-1 981-8555 

 
我々は，通常環境下において飼料用籾米主体飼料（大豆油６％含有, ME:2800 

kcal/kg）を初生雛へ 28 日間給与すると，トウモロコシ主体飼料（大豆油６％含

有, ME:3100 kcal/kg）と同等な成長が認められることを報告している。しかし，

この籾米主体飼料が，暑熱環境下において，鶏の成長に対してどのような影響

を与えるかについては不明である。そこで，本試験では，急性（試験１：33℃，

12 h）および慢性（試験 2：33℃，6 d）暑熱感作時における，トウモロコシ主

体飼料と籾米主体飼料（油脂含量: 6%, ME：2800 kcal/kg）の有効性について調

べた。試験１）急性暑熱感作により，増体量はトウモロコシ区において有意に

低下し，その低下の程度は，暑熱籾米区と同等であった。また，筋肉中脂質の

酸化は，暑熱トウモロコシ区と比べ，暑熱籾米区で抑制された。試験 2）慢性

暑熱感作により，増体量はトウモロコシ区で有意に低下し，その低下の程度は，

暑熱籾米区と同等であった。筋肉中脂質の酸化は，24℃トウモロコシ区と比べ，

暑熱トウモロコシ区ならびに暑熱籾米区でわずかに増加した。以上の結果より，

鶏への飼料用籾米給与は，急性暑熱感作時には，トウモロコシ飼料給与と比べ，

筋肉中脂質の酸化を抑制するが，慢性暑熱感作時には抑制しないことが示され

た。なお，暑熱時の腸管形態（絨毛：陰窩比）が成長にどのように関与してい

るかについても考察した。 
 

キーワード：全粒籾米，肉用鶏，暑熱ストレス，酸化ストレス，腸管形態 
 


